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研究ノー ト

実習指導者講習会が指導者の役割
遂行に及ぼした影響

米田 照美1)、前川 直美D、 沖野 良枝1)、 寺田美和子1)、金森 京子1)

 果  朋子2)、 藤井 淑子2)
1)滋賀県立大学 人間看護 学部

      2)滋賀県看護 協会

背景 看護教育の中で臨地実習は、学内での講義および演習で学んだ知識 ・技術を統合させる場 として

重要な位置にある。そこでは、直接、学生とかかわり、臨床の看護について教育 ・指導を行う実習指導

者(以 下、指導者 と述べる)の 存在 ・影響力は大きい。よって、教育 ・指導能力の高い指導者の育成は

看護教育において重要な課題でもある。A県 看護協会では、厚生労働省の通達を参考に昭和58年 よ り、

県の委託を受けて実習指導者講習会(以 後、講習会と述べる)を 開催 してきた。講習会修了後、受講者

が講習会での学びを学生指導にどのように活用 していたのか、効果的な実習指導は行われていたのか、

または、活用上の障害や改善すべき課題は何か、今後のカリキュラムを含めた講習会のあり方を振 り返

り、見直す必要性があると考え られた。先行研究においては、講習会修了後の受講者の意識変化や指導

状況の実態、受講内容の評価などがあり、それ らの研究報告からは講習会後の実習指導に対する意識変

化が実際の指導に反映されることは難 しく、受講者(指 導者)が 実習指導に自信が持てないまま指導を

行っている現状が示唆された。そこで、今回、A県 講習会修了者を対象に、受講後、実習指導を行 う中

でどのような心理的状況にあったのか質的手法を活用 し調査研究を行うこととした。

目的 講習会後の受講者が実習指導者の役割を遂行する上での状況や心理的状態を明 らかにし、受講後

の効果や影響を検討する。

方法 平成5年 度～平成17年 度 のA県 実習指導者講習会修了者(495名)の うち面接の協力依頼に同意

の得られた4名 に面接調査を実施 した。その内容から逐語録を作成 し、質的に分析を行った。

結果及び考察 逐語録から作成 したデータを意味単位ごとに一文あるいは文節ごとにコー ド化 し、類似

点 ・相違点について比較 し、カテゴリー化を行った結果、研究内容 コード数は441と な り、38の サ ブカ

テゴリーから9の カテゴリーが抽出された。分析結果からス トー リー ・ラインの作成、カテゴリー間の

関連を図式化した。

結論 1)受 講者は講習会の学 びにより、教育対象の理解に関心を持ち、実際の実習の場で学生 と関る

ことでより実感をもって理解を深めていた。2)受 講者は、指導に対する迷い、指導者として力量不足

など葛藤や困難を持ちなが ら指導を行っていた。3)指 導者は、自己の指導に対する自己評価か ら自己

研鑛の必要性を感じていた。4)受 講者は、葛藤や困難を抱えて実習指導を行っていたが、先輩指導者

や上司などのサポートを得て、実習指導を継続 していた。

キーワー ド 実習指導者講習会、臨床実習、実習指導者

1.緒 言

 看護教育の中で臨地実習は、学内での講義および演習

で学んだ知識 ・技術を統合させる場 として重要な位置に
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ある。そこでは、直接、学生とかかわり、臨床の看護に

ついて教育 ・指導を行 う実習指導者(以 下、指導者 と述

べる)の 存在 ・影響力は大きい。よって、教育 ・指導能

力の高い指導者の育成 は看護教育において重要な課題で

もある。A県 看護協会では、厚生労働省の通達を参 考に

昭和58年 より、県の委託を受けて実習指導者講習会(以

後、講習会 と述べる)を 開催 してきた。講習会の目的は、

看護教育における実習の意義および指導者 としての役割

を理解 し、効果的な実習指導ができるように必要な知識、
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技術を取得させることである九講習会の受講者の大半

は修了後、各職場で実習指導を担当している。講習会修

了後、受講者が講習会での学びを学生指導にどのように

活用していたのか、効果的な実習指導は行われていたの

か、または、活用上の障害や改善すべき課患は何か、今

後のカリキュラムを含めた講習会のあり方を振り返り、

見直す必要性があると考えられた。

これまでに講習会についての受講者の意識変化や指導

状況の実態、受講内容の評伍などについていくつかの先

行研究がある O 受講後の意識変化という視点では、指導

者は看護モデルとしての役割を果たすという意識を持つ

ぜいたこと 2)、学生理解や関心が深まっていること 3)-5)、

指導者としての役割意識や自己啓発・自己研鑓の向上な

ど実習指導に対する関心や意識が高くなる傾向が示唆さ

れている 4)。他方、指導に対しては不安や自信を持って

いない状態で指導している現状も報告 2)4)されている。

受講者の講習会の評価については、教育心理や教育方法

などの教育学基礎科目の評舗が高く、実習評価、看護論、

看護教育課程など看護系の科目の評価は低い傾向がある

こと 4)、実習指導の具体的な方法については、コミュニ

ケーションなどは理解が高く、看護過程や技術指導など

は理解が低い傾向 6)があること、また、教育学の概念は

理解できても方法論に結び付けにくいという傾向 2)があ

ると言われている。受講者の指導能力や資質という側面

からは、指導者が学生時代に実習でうけた指導の体験7)

や経験年数の違い 8)により、学生の受け止めや指導内容

に差があるといわれている。実翠指導上の困難という視

点では、指導者が病棟業務兼任であることやスタッフの

関心不足や開銀性の難しさ、自己の指導能力不足、困難

な学生の存在などがあがっており、それらが指導者の意

欲減退を招いているという報告4川がみられた。

以上の先行研究から、受講者は講習会後、実習指導に

対する意識変化はあるものの、実際の指導に反映してい

るとは言い難く、実習指導に自信を持てないまま行って

いるのが現状 9)10)であるということが示唆された。また、

これらの研究報告は、質問紙調査によるものがほとんど

であり、質的研究による報告は少なかった。よって、今

回、 A黒講習会終了後を対象に、受講後、実習指導者の

役割を遂行する上での状況や指導にあたってどのような

心理的状態にあったのか、質的手法を活用し調査研究を

行うこととした。講習会修了後の受講者の実習指導によ

る心理的状況の影響を理解することは、講習会の効果を

知る上で有用であり、また、今後の講習会の内容ゃあり

方を検討していく上でも意義があるものと考える。

1 研究目的

講習会後の受講者が実習指導者の役嵩を遂行する上で

の状況や心理的状態を明らかにし、受講後の効果や影響

を検討することを目的とする O ここで述べる心理的状態

とは、実智指導に対する意識、関心、葛藤、意見、意欲

等のことである。

盟.実習指導者講習会の概要

1 . 都道府県保健婦助産婦看護婦実習指導者講習会

(実習指導者講習会)について

「平成6年10月31日、旧軍生省健康政策局から各都道

府県知事宛に看護婦2年制課桂への通信制導入に伴い、

看護教育における実響指導者の需要の増加が見込まれる

ということをかんがみ、今般、表記講漕会を実施する都

道府県に対し国唐補助することとし、別紙「都道府県保

健婦助産婦看護婦指導者講溜会実施要締」についての通

知があった 1)。その自的としては、「保健婦養成所、助

産婦養成所、看護婦養成所若しくは准看護婦養成所の実

習施設で実習指導者の任にある者又は将来これからの施

設の実習指導者となる予定の者に対して、看護教育にお

ける実習の意義および実習指導者としての役割を理解し、

効果的な実習指導ができるよう、また、看護婦2年制課

程への通信制の導入に伴い、通信制の特性および学生の

特徴を理解し、教育的配慮ができるように必要な知識・

技術を修得させることを目的と 1)するJとある O

2.講義科百

講鷲会の講義科目は、教膏および看護に関する科目、

実習指導に関する科目、看護教育制度に関する科居など

合計240時間からなる 1)。厚生労働省の通達を参考

護教育における実習の意義および実習指導者としての役

割を理解し、効果的な実背指導ができるように必要な知

識、技術を取得させる実習指導者育成のための講習会の

カリキュラムが構成され、開催されている。参考までに

A県のおける実習指導者講習会(平成17年度)の講義科

臣内容を表1に示す。

IV.研究方法

1 . 研究デザイン

半構成的面接調査、霊的記述的研究を用いた。質的研

究は、人間中心で全体論的な見方をする。また、人間の

経験についての理解を深めることができる研究方法であ

る。今回の研究自的は、指導者の実習指導に関する経験

やその経験から生じてくる意識、葛藤などの心理的状態

を明らかにすることが目的であるため、この方法が適

ていると考えた。

2.謂査対象

A県内の病院、施設42箇所に在職する平成5年度から
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表1. A県実習指導者講習会 講習科目・時間数(平成17年度)

区 科目 授業科自 時間 自標および内容

分 数

教育原理6 教育原理 6 教育の意義や基本的な概念について学ぶ。

(1)教育の意義と目的、 (2)教育活動の4剰生、 (3)その他

教育心理24 青年tむ理 12 人閣の発達と教脊過程における心理的なヰ新教!こついて、青年期を恥むとして理解

する。 (1)発達心理、 (2)青年心理、 (3)学習過程における心理、 (4)その他

教 カウンセリング 6 カウンセリングの理論と方法について学ぶ。

育
創造性開発 6 人間の創造性とその開発について学ぶ。

お

よ 教育方法27 教育方法 15 教育の基本的な方法や技術について理解を深める。

び (1)授業の形態、 (2)設業の方法、 (3)教育方法と教材の活用、 (4)その他

看 集団指導 12 集団指導の意義と実際について理解する。

護 (1)グループダイナミックス理論、 (2)集団指導の方法、 ω討議の方法、 (4)その
他

関 教育評価6 教龍平価 6 教育評価の意義と方法について理解する。(1)教育評価の閥的と特覧、位)教育

す 評{苗の方法と基準、。)その他

る 看護論15 看護論(看護の概念) 12 看護の考え方を多角的に学び、看護についての視野を広げる。

工頁
看護の動向(保健医療樹止の動向) 3 

(1)看護の概念、 (2)看護の機能と役割、 (3)看護の動向、 (4)看護を取り巻く領域

目 における現状と課題を理解する。

看護教育課程 3年課韓 3 看護師等の教育課程についてその概要、看龍盈程の展開を学び、実習指導につな

13.5 保健師・助産蹄課程 3 げる。

2年課程・准看課程 1.5 (1)看護教育課程(指定規則・指導要領・手引き等)、 (2)教育計麗とその内容、

看護過程 6 
(3)実習指導計画、 (4)看寵E程(事例を含む)、 (5)その他

実習指導の原理15 実習指導の原理 9 実習指導の基本と実習指導者のあり方等について理解する。

(実習指導の意義・実晋指導の実 (1)実習の意義、 (2)実習指導者の役割、。)その他

実 際)

習 実習指導の役割 6 

指
実習指導の評価6 実習指導の評価 6 実習指導における言明苗や害義や方法を理解する。

導
(1)実習E判面の意義、 α)実習E制面の方法、 (3)その他

実習指導の実際90 基礎看護学実習・技術 実習指導の展開について理解を深め、;実習等を通してその実際を学ぶ。6 
関

成人看護学実習 6 (1) 看護慕礎教育における看護技術教膏
す

精神看護学実習 3 (2) 各看護実習の目標と展開と評価
る

老年看護学実習 3 。)実習指導案の作成(調覇IJ、学年別、授業別)
科

小児看護学実習 3 (4) その他
自

母性看護学実習 3 

在宅看護学実習 3 

研究討議・演習(実習指導案作成) 66 

看護富市2年諜誼重信教脊制度の教育課程 1.5 看鎖市2年課組重信教育制度の教育課寝の概要を理解する。

看護研究 9 看護における研究の意義や方法を理解する。

(1)研究の意義、 (2)研究の方法、 (3)論文の書き方、 (4)その他

看護管理 3 看護管理(者)の役割と立場を理解する。
そ

の 特別講買「看護教育における自己開樹齢十」 6 看護教育における評価の方法について学ぶ。

他 特別講買「身につけよう医療安全J 6 医療事故防止におけるリスク感性を向上させるための実際の知識を身につける。

継続研修会 f効果的な実晋指導を目指してJ~プロセス 6 学生が対象をどのように捉えているのかをプロセスレコードから検証する方3去

レコードを活用する~ を学び、効果的な実習指導が展開できる。

講習会の成果を現場にいかす 6 講習会の成果を実習指導に活かす方向性を学ぶ。

オリエンテーション・反省会・開講式網開講式 9 

合計 2初
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17年度講習会修了者495名のうち匡接の協力依頼に同意

の得られた 4名であるO

3. 調査方法

1 )対象者のサンプリング

今回の対象者は、保健闘・助産師・看護師としての臨

床経験年数5年以上であり、 A県看護協会が開催する

成5年~平成17年度講習会修了者で現在、臨床で看護師

として勤務している人で、受講修了後に病続にて行われ

ている看護の器地実習、基礎看護実習、各専門分野の看

護実習いずれかを 1年以上の実習指導の経験をしている

者を対象とした。平成5年度から17年度講習会修了者49

5名に対して、施設管理者の同意を得た後、書面にて同

意が得られた方を対象者とした。

2)面接ガイドの作成

本調査においては、指導者が講習会参加から講習会修

了後、臨床で指導者として看護学生を指導・教育の経験

から生じてくる実習指導に対する関心、意識、葛藤・見

解を心理的状況とする。よって、面接ガイドの内容は、

講習会受講者の講習内容に対する関心、意見、見解、受

講中の心理、実習指導に対する心理的状態(関心、意識、

葛藤)、龍床現場に対する見解等である。これらは、先

行研究1)-10)を参考に共同研究者と共に作成した。

3)面接の実施

面接時間は l人60分とし、対象者の希望する場所と自

時に行うように配慮した。面接内容は本人の承諾・同意

を得た上で録苦を行った。

4.調査期間

平成19年 3月""'5丹

5.分析方法

分析に捺しては、ウヴェ・フリックの提示する方法に

依拠しω、質的に分析を行った。分析手順は以下の通り

である。

1 )麗接調査時の録音をもとに逐語録データを作成する O

2 )オープン・コード化:データは意味の単位ごとに一

文あるいは文節ごとに分類し、それぞれに概念(コー

ド)を付ける。

3 )軸足コード化:オープン・コード化において作られ

たコードやそれに関連するコードから、研究設問に最

も関連したカテゴリーを選択する O これらのコードに

属する多くのデータを探して、これらのコードの根拠

とし、軸足カテゴリー(本文では、サブカテゴリーと

する)を作成する。

4)選択的コード化:更に抽象度の高いレベルで軸足コー
ド化を繰り返し、中核となるカテゴリー(本文では、

カテゴリーとする)を練り上げる。

5) Iストーリー・ライン(話の筋)Jの作成:この段

階の目的は、中心的な現象を「事例」として捉えて、

「ストーリ -Jあるいは「事例に関する記述的な概要」
を作る。ストーリーが語る中心的な現象に対して重要

な複数の概念(本文では、カテゴリー)を関連付ける O

6 )分析の最終段階は、理論をより詳細に形成し、デー

タに照らし確認しなければならないが、今回は現時点

での対象者が面接対象者4名であり、「理論的飽和」

に達しているとはいえないと考えたため、理論の形成

までには至っていない。

7 )信頼性と妥当性

コード化の分析の段階、ストーリー・ライン作成に

おいては、共同研究者 4名と妥当性の検討を行った。

6.倫理的配慮

臨床研究に関する倫理指針(厚生労働省、平成16年改

訂)に添って、平成5年度から17年度講習会修了者に対

して、施設管理者による承諾を得た後、看護部を通して

講習修了者に直接依頼文を配布し、面接調査の協力を募

り、郵送による返信を得た。応募した人に対して調査の

昌的、内容、自由意思による参加、同意後の撤回の自由、

個人情報の保護、データの処理、活用について文書によ

る説明を行い、調査に協力の同意書が得られた人を対象

とした。また、面接内容は本人の同意を得た上で録音を

行っfこO

v.研究結果
1 .対象者の属性:性別;男性2名、女性2名、年齢;

34""'47歳、平均38.5 (SD:t 5. 8)歳、臨床経験年数 ;11

""'23年、平均15.5(SD士5.4)年、指導者経験年数;1 

""'10年、平均5.3(SD土3.8)年。現時点では、結果的

に面接調査への協力者が 4名で罵性に幅があるが、その

中で共通性を見出すために分析を行うことにした。

2.面接時間:28""'47分平均36分

3.カテゴリー・サブカテゴリーの内容

分析の結果、コード数は441となり、カテゴリー化を

行い、 38のサブカテゴリーから 9のカテゴリーが抽出さ

れた。抽出された38のサブカテゴリ一、 9のカテゴリー

は以下のような内容である(表2参照)。

1 )カテゴリー「講習会への期待Jには以下の 2つのサ

ブカテゴリーが含まれる。

( 1 )参加動機:このサブカテゴリーのなかでは、「上

司の勧めJ、「学生が病棟に来ることになったからJ、

「キャリアにつながる」など、参加者が講習会を受

講するにあたり、ある程度の関心・興味をもって望
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表2. カテゴリ一一覧表

待期

一
一
の

リ
一
ヘ

ゴ
一
会

テ
一
習

カ
一
講

自己の指導の振り返り

サブカテゴリー

参加動機

講習会の学びに対する思い

学生への個別的な関わり方を知る

教育評価の重要性を知る

グループワークを学ぶ

現代の看護の動向を知る

指導および看護実践に役立つ知識を得る

現代の若者の特徴を知る

学生を理解する

学生の安全を確保する

学校との連携

効果的な指導方法を実施する

実習環境を調整する

スタッフとの調整

実習指導案を活用する

実習でしか学べないこと

実習指導者としての使命

学生への厳しい見方

病棟の体制的な制約

実習期間の制約

自己の指導方法に対する迷い

実習指導者としてのあり方に悩む

実習指導者としての力量不足

意欲や反応のない学生

学生への言葉がけが難しい

実習評価が難しい

実習指導がイメージできない

指導内容がうまく伝わらない

スタッフの厳しい克方

慣れない勤務形態

予測できなかった出来事

患者選択の苦労

自己の指導の反省

自己の指導の評価が見えない

自己研鎖の必要性

達成感

相談できる人の存在

協力的なスタッフの存在

教育姐指導方法を学ぶ

教育対象を理解する

実習指導者の役割を遂行する

実習指導者の存在意義の再確認

葛藤

臨難感

実習指導者を支える人的環境
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んでいることが述べられていた。

( 2)講習会の学びに対する患い:講習会に対して「楽
しいJ1おもしろかったJ1充実していたJ1自分の
知識が広がっていくという風な感覚J1わかりやす
い」など、新たな学びに対する満足感が述べられて

し¥j;こO

2 )カテゴリー「教育・指導方法を学ぶJには、以下の
5つのサブカテゴリーが含まれる。

( 1 )学生への倍別的な関り方を知る: 1こういう風に
導いたらいいという一瞬芸をお見せしてくださった」

「モチベーションが下がった指導者の働きがけ、

葉はどういうものか」など、講習会で学生の指導や

関わり方について学んだことを述べていた。

( 2 )教育評価の重要性を知る:実習評価について、

「評価が大事J1形成的評価がおもしろいJ1評価の
部分はよく覚えています、今でも難しい」などが述

べられていた。

( 3 )グループワークで学ぶ:講習会で行っていたグルー

プワークについて「グループは良かったJ1グルー
プ討議が半分くらいあったんですけど、わりといい

先生で勉強になるJなど小集団学習による学習方法

に対する学びに対し肯定的な感想が述べられていた。

(4 )現代の看護の動向を知る: 1今の医療の流れみた
いなのを結構いろいろな講習会で教えてもらえた」

「今の医療の流れの中で自分のいる位置が確認できr

て、気持ちにしまりが出る」など、現代医療の流れ

について学べたことが述べられていた。

( 5 )指導および看護実践に役立つ知識を得る:，.1技術
は段階的に伝えるJ1現場でっかえる実際の指導の
言葉がけJ1看護理論は役立つJ1学生観、指導観、
患者観、 3つの方向で克ていくと見やすい、今でも

使わせてもらっていますJ1カリキュラムを知らな
いといけないJ1教育方法や評価の仕方J1基本的な
教育に関する知識も大事だJなど、実擦に指導を行

う上で基盤となる知識の重要性や有用性について述

べられていた。

3 )カテゴリー「教育対象を理解する」には、以下の 2

つのサブカテゴリーが含まれる。

( 1 )現代の若者の特徴を知る:下現代の若者の風潮・

傾向J1学生の気持ち、不安な気持ちを汲み取り、
理解するのに役立っているJ1今の若者は好きなこ
ととか楽しいことを見つけたら、そっちの方へ走り

出すという話Jなど、青年心理などの科目を通して、

教育対象となる現代の若者の特徴や心理を学んだこ

とが述べられていた。

(2 )学生を理解する: 1今、こういう段階の学生、だ
いたい、こういう風な気質状況なんだって考えてJ

「学生がかわいく見えるJ1学生は理論を習ってくるj

「文字にすると大差はないJなど、実際の学生と接

し、学生への見方が変化したことや現代の若者の特

徴を実惑をもって理解を深めていることが述べられ

ていた。

4 )カテゴリー「実習指導者の役割を遂行するJには、
以下の 6つのサブカテゴリーが含まれる。

( 1 )学生の安全を確保する: 1安全面(スタッフに働
きかける)J 1安全のことを伝える」など、学生が
実習を進める上での安全の確保に配慮していること

が述べられていた。

( 2 )学校との連携: 1学校側との連携J1先生と一緒
に評価するが、先生は見切れないところもある実践

の場での意見を取り入れているJ1先生と一緒にj
など、実習指導を学校の教員と連携を取りながら行っ

ていたことが述べられていた。

(3 )効果的な指導方法を実施する: 1たくさん情報が
いることを学生に言えたのは、指導者講習会の成果」

「その場ですぐに指導することは効果があるJ1少し
後押ししただけで学生は変化するJ1情報をいかに
大事に扱うかJ1色々な学生、どこを打ったら太鼓
はなるのかJ1学生さんにああしろ、こうしろとい
わないJ1学生さんに答えてもらうように、こちら
はすぐに答えをださない」など、学生への効果的な

指導の具体例が述べられていた。

(4)実習環境を調整する: 1学生の居場所を確保する」
「病棟全体で実習を受け入れるっていう環境は心が

けている」など、学生への実習環境への謁整が述べ

られていた。

(5 )スタッフとの調整: 1学生指導の中身はスタップ
には見えにくい、スタッフに伝達するJ1実習生の
ための時間的な融通J1スタッフとの共用になるも
のは多いJ1担当ナースの報告は忙しい合聞を縫っ
て時間を作ってもらわないといけないJl'快く思っ
ていないスタッフにどういうふうに協力していただ

けるかこちらが後押ししていくか、学生との橋渡し

をうまくしていくとかJ1よくわからないままスタッ
フが指導にあたってしまう、そのへん、ちょっと、

密にしていた方がいいかな」など、実習が円滑に進

むようにスタッフへの連絡・伝達を行っていたこと

が述べられていた。

( 6 )実習指導案を活用する: 1もう即実践で使えまし
たJ1毎回、実習要綱が改正されるので、それにあ
わせて毎回(指導案)更新していく作業が必要Jな

ど、講習会で作成した指導案を実際の実習に活用し

ていたことが述べられていた。

5 )カテゴリー「実習指導者の存在意義の再認識」には、

以下の 2つのサブカテゴリーが含まれる。

( 1 )実習でしか学べないこと: 1現場で一番大切な学
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生に実際5感を使って、看護って言うのはこういう

ものなんだと体感させていく指導J1リアルな・臨床
ならではの現象・独特な出来事とか実際にその場で

学生に感じ取ってもらえるような実習がしたい」

「教科書的なことではなくJ1現場でしか学べないこ
とがたくさんあるJ1実際の患者さんに接してみな
いと学べないことってほんとに多いJ1患者自身の
状況とかリアルなところを見てもらえたらいい」

「患者さんを見て学ぶことの意味っていうのが非常

に大きい」など、実習でしか学べないこと、伝えた

いことなど指導者(受講者)の願いが述べられてい

た。

(2 )実習指導者としての使命: 1学校の先生以上に現
場で実際の看護を指導するものの責任は非常に大き

いJ1現場においては患者さんがいらっしゃるので¥
患者さんのことをよく知ったものが指導に当たる」

「実習で感じてもらう、伝えていくことが大きなテー

マJ1実習目標を達成させたいJなど、自分たちに
しか果たせない役割責任が述べられていた。

6 )カテゴリー「葛藤」には、以下の 6つのサブカテゴ

リーが含まれる。

( 1 )学生への厳しい見方: 1卒業すれば一人前看護師
とみられるJ1この実習さえ乗り切れればいいJ1授
業の単位としてきている、患者さんに失礼J1頭を
下げて(患者さんに)頼みにいっているのに」など、

指導者(受講者)岳身の学生に対する厳しい見方が

述べたれていた。

( 2 )病棟の体制的な制約: 1学生さんが来られると忙
しいところに輪をかけて時間がとられるJ1病棟の
忙しさに左右されるJ1指導者とスタッフ業務の兼
任J1専任だから学生だけっていうわけにはいかな
いJ1日勤で学生をみないといけないので、夜勤が
かたよる」など、病棟の体制上の理由で、思うよう

な指導体制が取れないことが述べられていた。

( 3 )実習期間の制約: 1せめてもう 1，.....， 2逓間なんと
かならないかJ13逓間で自分たちになにができる
のか」など、実習期間が短く、時間的な制約がある

ことが述べられていた。

(4 )自己の指導方法に対する迷い: 1これでいいのか
なって最初はとまどいが大きいJ1慣れてくると慣
れてきたで、こういう風な指導方法でいいのかと」

「常に学校の先生にこんなんでいいですかね、と」

など、自己の指導に対する迷いが述べられていた。

( 5 )実翠指導者としてのあり方に悩む: 1たえず悩ん
でいるJ1知識的に新しいことは入ってこない、経
験からの知識でものを言ってしまうJ1私の看護観
が大きく伝わってしまうJなど、指導者としてのあ

り方についての悩みが述べられていた。
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( 6 )実習指導者としての力量不足: 12ヶ月(講習会)

の講義だけで伝え切れるのかJ1講習会だけでは自
分が成長していないJ1クリアできない学生さんは
それこそ自分の力量不足J1困った学生さんへの指
導、自分の指導が偏ってるんじゃないかJ1もっと
違う指導者が関われば、この子はちがう伸び方をし

たんじゃないか」など、指導者としての能力や適性

について未熟であるという思いが述べられていた0

7 )カテゴリー「困難感Jには、以下の 9つのサプカテ

ゴリーが含まれる。

( 1 )意欲や反応のない学生: 1問題のある学生、意欲
がもうひとつ感じ取れない学生さんをみるとジレン

マJ1看護師になる意欲のない子がいるJ1反応がな
い学生、聞くんやけど反応がない」など、意欲のな

い学生や無反応の学生の存在について述べられてい

fこO

( 2 )学生への言葉がけが難しい: 1学生をやる気にさ
せるにはどういう風な言葉をかけたらいいのか」

「学生の意欲がわく言葉がけを、講習会での学びを

紐解く J1実際褒めようとしたらなかなかJ1どうい
う風な言葉がけがよかったんかな、自分の中ではな

かなか出てこない」など、学生の言葉がけの難しさ

につい.て述べられていた。

( 3 )実習評価が難しい: 1評価表がつらかったJ1評
価が一番図るJ1評価の勉強は役立つが、実際には
悩む」など、実習評価についての困難が述べられて

し)f;こO

(4 )実習指導がイメージできない: 1実習指導者のモ
デ、ルが講義で、は得られず悩んだJ1どういう風な接
し方で学生を導いたらいいのかJ1なかなかピンと
こないJ1どういう風な展開をしていったらいいの
かJ1働いていた病棟に実習生がこなかったので実
習指導者を身近にみていないJ1一看護師としての
業務経験しかなかったjなど、実習指導者としての

役割モデルの不在から、指導のイメージ化が困難で

あつことが述べられていた。

( 5 )指導内容がうまく伝わらない: 1因った学生さん
にどういう風に指導を行えば、到達することが出来

るのか悩むJ1自分の指導している内容がうまく伝
わらずに、学生がそこから進めないJ1何度いって
もわからへん、でも、続けなあかんJなど、 f昌導が
うまくし1かない場合でも実習指導を続けることの困

難が述べられていた。

( 6 )スタッフの厳しい克方: 1学生が優先的にケアを
行うことで普段どおりに動けないJ1神経を使う場
面もありました(スタッフに)J 1何回生ときかれ
る、あれでいいのと言われるJ1将来一緒に働く人
としてみているJ1あの程度でいいの、といわれる」
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など、スタッフからの厳しい批判に対する言葉が述

べられていた。

( 7) ，慣れない勤務形態: I日勤が続くのは慣れていな

いのできっかったJI夜勤が続くことに慣れていな

いJなど、実習により勤務形態が変わることの身体
的なつらさが述べられていた。

(8 )予測できなかった出来事: Iインシデント、医療

過誤が起こったとき、どうしたらいいのかJI (学
生への評価に)両親が怒鳴り込んでくるJI学生が
患者さんに郎かれたJI学生が倒れたJなど、予測

しない出来事が述べられていた。

( 9 )患者選択の苦労: I患者の選定に困るJIそれが
一番、ちょっと大変JIいつも閉じ人になるJI今回
は勘弁してくれという人もいるJI毎回困る」など、

患者選定の因難な状況が述べられていた。

8 )カテゴリー「自己の指導の振り返りJには、以下の
3つのサブカテゴリーが含まれる。

( 1 )自己の指導の反省: I関わり方がもう一つ足らな

かったのか、後で振り返ったりするJIあんなこと

してあげたらよかったJI自分の下準備や根回しが
全然不十分JIいっぱいいっぱいになっていたJIい

ろいろなんかもっといってあげたらよかったJI無
我夢中であまりそれに関してどうこう感じる蝦がな

かったJI展開がはやく、なかなか学生さんがつい
て来れない部分もある」など、自己の指導に対する

反省や振り返りが述べられていた。

(2 )自己の指導の評価が見えない: Iその後、どうい
う風に伸びていったんだろうってことがなかなか分

からないJI指導が果たしてどういう風に学生に響
いているのかなっていう評価がなかなか晃えなかっ

たり」など、自己の指導評価が分からないことにつ

いて述べられていた。

( 3 )自己研鎮の必要性: Iもっともっと自分が勉強せ
なあかんJIスムーズによりよい実習にしてもらえ
るよう努力をしていくべきところは、たくさんある」

「経験からいうのはよくない気がするJIいまどきの
学生さんが習っていることが分かるなら、大学の講

義とかも出たいJI経験を積み重ねていって自分自
身が見えることがあるかもしれない」など、実習指

導を契機に自己の課題を明らかにし、自己研鎖の必

要性を実感していた。

(4 )達成感: I分かっていなかった学生さんが、自分
たちが働きかけることで分かつてくれた時はすごく

やりがいを感じたJI (ケーススタディ)一生懸命
指導したことがまとめであると、ゃった!みたいな

達成感があったJI学生との関わりが楽しい」など、
実習指導により、得られた満足感や達成感が述べら

れていた。

9 )カテゴリー「実習指導者を支える人的環境」には、
以下の 2つのサブカテゴりーが含まれる。

( 1 )相談できる人の存在: I困ったら、すぐに周りに
いる先輩に任せようという気持ちでいるJI数人、
指導者がいるので色々聞きながらやっているJI主
任さんがおられた、相談できた」など、指導者を支

えてくれる人々の存在を述べていた。

(2 )協力的なスタッフの存在: Iすごくいいスタップ
に恵まれているJIみんな指導するのは上手(スタッ

フ)J Iいろいろな人の助けJI一緒に(スタッフ)
考えながらjなど、スタッフの協力的な体制で実留

がスムーズにできることを述べていた。

4.ストーリー・ライン(話の筋)
今回は対象者が4名であり、現段階での分析結果から

導き出せるストーリー・ラインの作成までを行った。

「講習会後の受講者の実習指導や心理的状態の概要(ス

トーリー・ライン)J 
受講者は実習指導に対して興味・関心・期待をもって

講習会へ参加しており「講習会への期待」をもっていた。

講習会では指導者の能力として基盤となる「指導・教育

方法を学ぶj ことにより、指導者としての役割を理解す

ることになる。また、受講者は講習会や実際の実習指導

を通して「教育対象について理解する」ことで、現代の

若者の特徴を踏まえた上で学生指導に関わっていた。実

際に受講者が「実習指導者の役割を遂行する」ときは、

学生への効果的な指導や実習環境の調整、実習指導案の

活用等、講習会での学びを活かしながら指導者としての

役割を主体的に行っていた。そして、実習指導後には、

指導者としての使命や自己の指導の反省による自己研鑓

の必要性を実感する等「自己の指導を振り返り」や「実

習指導者の存在意義の再認識」を深めていた。他方、意

欲・反応のない学生、指導内容が学生に伝わらない、自

己の指導への迷い、スタッフの厳しい見方、慣れない勤

務形態や病棟体制上の制約等から指導者の役割を遂行す

る上で多くの「葛藤Jや「困難感Jを抱えていた。しか

しながら、先輩指導者や上司に相談する等「実習指導者

を支える人的環境」により、受講者はサポートされて、

葛藤や困難を乗り越えていたと考えられる O

VI.考察

1 .カテゴリ一間の関連について(図 1参照)

図lは今回の分析で抽出したカテゴワー聞の関連を図

式化したものである。指導者講習会は図1.カテゴリ一間

の関連図の左側の大きな矢印に示した流れのように、①

上司からの推薦や自らの志望によって、講習会への参加

を決意し、②講醤会へ参加し、実習指導者に必要な知識
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図 1 カテゴリ一間の関連国

実習指
導者を
支える人

的環境

閤難感

葛藤

と技術を学び、③講習会修了後は各受講者の所属する病

院施設で実習指導者としての役割を遂行していく過程を

辿ることとなる。

図lは、講習会参加・修了後の受講者が実習指導を行

うという過程を経験し、その中でどのような心理的状態

にあったのか、カテゴリー聞の影響を矢印で示したもの

である。それぞれのカテゴリ一間の影響について説明を

行っていきたし'0I講習会への期待」から「教育・指導
方法を学ぶJや「教育対象を理解する」への矢印は、講
習会での期待が高いほど、講習会を意欲的に学ぶという

影響を示している。次に、「教育・指導方法を学ぶ」や

「教育対象を理解する」から「実習指導者の役割を遂行

する」の矢印は、受講者が所罵する病院施設で実習を行

う擦、講習会での学びを活かしながら指導を行えるとい

う影響を示している。また、上向きの矢印は、指導とい

う実擦の経験から、実感を通して講習会で得た知識や技

術が理解されるという影響を示している。「実習指導者

の役割を遂行する」や「葛藤JI困難感」から「自己の
指導の振り返り」への矢印は、指導者が実習指導のあと

で自己の指導を評価する行為に影響を示している O また、

「自己の指導の振り返り」から「実習指導者の存在意義

の再認識」へ下向きに出ている矢印は、自己反省から新
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に受講者が実習指導者の使命感を高めるという影響を示

している。「葛藤JI困難感Jから「実習指導者の役割を
遂行するJへの矢印は、指導者(受講者)が指導者とし
て役割を遂行する上で、障害になるという影響を示す。

「葛藤JI国難感」から「自己の指導の振り返り」は、そ
のような「葛藤JI困難感」も指導者の能力を育成する
上では必要な経験であるということも示している O そし

て、「実習指導者を支える人的環境Jから「実習指導者

の役割を遂行するJへの矢印は、指導者である受講者が
葛藤や困難感を抱えて実習指導を行っているとき、継続

して指導者の役割を果す上での支えとなっていることを

示しており、また、「自己の振り返り」や「実習指導者

の存在意義を再確認」へ向かう矢印は、上司・先輩指導

者の支えや助言から自己の指導の反省や実習指導者の存

在意義を確認できるという影響を示している。

2.講習会後の受講者の実習指導への影響について
看護管理職が講習会に部下を参加させる理由として、

指導者の育成以外に、スタップへの育成・指導、昇進・

昇格、卒後教育の一環などの理由が多いという報告があ

るω。受講者の講習会への参加動機として「上司の勧め」、

「学生が病棟に来ることになったからJ、「キャリアにつ

ながる」などが述べられており、受講者が講習会へ関心・

興味を持って望んでいたことが伺えた。前向きな動機か

ら講習会へ望むことは、指導者の役割を意欲的に学ぶ契

機になると考えられる O

人間は社会において役割を持っているO 個人が社会的

な役割を学習することは、その社会の成員として一定の

役割を遂行するための能力や資質、価値基準を獲f辱する
ために必要であるといわれているゆ。受講者は、スタッ

プナースという役割から新たに「指導者」という役割が

与えられる O 受講者は指導者の役割を果たすための一定

の教育・指導能力を得る必要がある O その意味で講習会

への参加は、指導者としての役割遂行に必要な能力や資

質、価値基準を獲得する段階であるとも言われている問。

「こういうふうに導いたらいいという一瞬芸をお見せく

ださったJI形成的評価がおもしろいJI評価の部分はよ
く覚えているJIクツレープ討議が勉強になるJI技掠fは段
階的に伝えるJI現場で使える実際の指導の言葉がけ」

「看護理論は役立つJI学生観、指導観、患者観、 3つの
方向で見ていく jという受講者の言葉からは、教育方法

や指導方法、教育評価の方法など教育・指導するための

知識や技術を習得していたことがうかがえた。

また、講習会で受講者は、教育対象を理解するために

青年心理、カウンセリング、看護教育課程などの不斗呂の

講義を受けている。そのことについて、カテゴリーの

「教育対象を理解する」のなかで、「現代の若者の風潮・

傾向JI学生の気持ち、不安な気持ちを汲み取り、理解
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するのに役立っているJI今の若者は好きなこととか楽

しいことを見つけたら、そっちの方へ走り出すという話」

などと述べられていた。このことから、受講者は教育対

象を理解することが指導する上で重要性であるという認

識を高めていたと考えられる。そして、「今、こういう

設措の学生、だいたい、こういう風な気質状況なんだっ

て考えてJI学生がかわいく見えるJI学生は理論を習っ
てくるJI (記録)文字にすると大差はない」などの言
葉からは、実習で学生とかかわることで¥より実感を持っ

て学生への理解(教育対象への理解)を深めていたこと

が考えられる O 現代の若者である学生を理解して学生の

思いを知った上で指導をすることは学生との人間関係・

信頼関係を確立することにつながり、その関係性は実習

において教育・指導するよで効果的であることがいくつ

か報告されている凶~mo

受講者が指導を行う際は、身近な先輩指導者や過去に

学生のときに出会った指導者役割モデルを思い浮かべな

がら実習指導にあたっていたものと考えられるO 役割理

論役割取得という概念があるω-2ヘ役割習得とは、相

互作用過程を通し他者の役割を真似て想像しながら獲得

していくことである 18)-20)。しかしながら他方では、「実

習指導者のモデルが講義では得られず悩んだJIどうい
う風な接し方で学生を導いたらいいのかJIなかなかピ

ンとこないJIどういう風な展開をしていったらいいの

かJI学生の来ない病棟で実習指導者をみていなかった。」

「一看護師としての業務経験しかなかった」などの言葉

に代表されるように、過去に指導者に接した経験が少な

い受講生の場合、実習指導がイメージできず、講習会で

の学びを紐解ときながら、「これでいいのかJという迷

いや戸惑いを抱きながら指導を行っていたため、指導の

実践を困難に感じていたものと予測できるO

3.講習会修了後の受講者の心理的状態について

講習会終了後、指導者としての役割を遂行するがその

役割は受講者の感情とは無関係に期待される行動を伴う

ことがあると言われている 2九森下は、人が役割義務を

遂行する際に生じる困難やストレスを役割緊張ωと述べ

ている O 看護職においても、役割の変化による役割緊張

は起こりうる。藤野によると、ローテーションによる役

割変化により、看護者にさまざま役割葛藤や役割緊張が

生じていることを報告しているお)0 指導者の役割も、ー

スタッフから昇格という意味と新たな「指導者」という

役割が付加されるため、一つの役割変化と捉えることが

できる O それまでの役割とは異なる働きが求められるた

め、受講者にとって多かれ少なかれ、緊張、葛藤は生じ

るものと考えられえる。

カテゴリー「困難感」では、「学生をやる気にさせる

にはどういう風な言葉をかけたらいいのかJI評価表が

つらかったJI評価が一番困るJI困った学生さんにどう
いう風に指導を行えば、到達することが出来るのか悩むJ

「学生が優先的にケアを行うことで普段どおりに動けな

いJI (スタッフが学生を)将来一緒に働く人としてみ

ているJIあの程度でいいの、といわれるJなど、スタッ

フの学生に対する厳しい見方や「日勤が続くのは慣れて

いないのできっかったJI夜勤が続くことに慣れていな
い」など、実習指導を行う中で辛い、難しし¥きついな

どのマイナスの感情を持っていたことが述べられていた。

これらの言葉からは、受講者が実習指導で感じるストレ

ス、困難感の対象が学生のみに限らず、病棟のスタップ

(看護師など)、上司、教員など対象は複数であることが

窺えた。役割は、オーディエンス(受け手/顧客)によ

り、変化するといわれておりω、実習指導の場面は、指

導者、学生、スタッフ、医師、上司、患者、教員、コ・

メデイカルなど集団の中で展開されている凶-2ヘ指導

者は、それら複数のオーディエンスとの関係性のなかで、

役割を変化させるという極めて複雑で煩雑な調整を迅速

に行わなくてはならない。楼数のオーディエンスの役割

期待を解釈し、役割問での調整を行い、すべてのオーディ

エンスたちの役割期待に沿うことは厳しいと考えられる。

よって、受講者の言葉からもその役割が極めて困難な経

験として心に残っているものと考えられる。しかしなが

ら、成功体験だけでなく、指導者としての力量を培うた

めには、このような経験を積み重ねることも有用かもし

れない。

役割理論のなかに役割形成という概念があるm九役

割形成とは、「行為者が他者の役割期待を解釈し、再構

成する過程を意味する」ものである 19)21)。カテゴリー

「実習指導者の役割を遂行するJのなかの「毎回、実習
要綱が改正されるので、それにあわせて毎回(指導案)

更新していく作業が必要JI先生と一緒にJI学生指導の
中身はスタッフに見えにくい、スタッフに伝達するJ

r実習生のための時間的な融通jなどの言葉から、受講
者は教員、スタッフなどの自分に対する役割期待を解釈

し、その期待にそうように行動することで、徐々に指導

者の役割を形成していたものと考える。

次にカテゴリーの「葛藤」について述べる。先行研究

からも指導者は多くの葛藤や困難を抱えていると報告さ

れており4)9)、今回の受講者にも同様に悩みや葛藤をか

かえながら指導を行っているという傾向が見られた。ま

た、葛藤は役割期待にきちんとこたえようとすればする

ほど、その葛藤は大きい傾向があるといわれているω。

受講者は「実習指導者とスタッフ業務の兼任JI専任だ
から学生だけっていうわけにはし1かない」という指導者

としての役割とースタップナースとしての役割を同時に

果たさなければならないという葛藤を抱えていた。また、

「これでいいのかなって最初はとまどいが大きいJI慣れ
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てくると慣れてきたで、こういう風な指導方法でいいの

かとJ1"経験からの知識でものをいってしまうJ1"私の看
護観が大きく伝わってしまうJ1"自分の指導が偏ってい
るんじゃないかJ1"もっと違う指導者が関われば、この

子はちがう伸び方をしたんじゃないか」など自己の指導

者として能力に対して自信の欠如、迷いや不安を抱えな

がら指導していることが窺えた。

指導者の葛藤や困難感は、他者の役割期待に応えられ

ないために引き起こされる 13)が、逆に受講者自身のもつ

他者への役割期待のズレも要因のーっと考えられる O た

とえば、カテゴリーの中でも諮られているような「無反

応な学生J1"何度言ってもわからない学生J1"意欲のない

学生」などは、受講者の期待する行動や反応を学生が表

出しないために、受講者の持っている(あるいは、一般

的な)学生としての役割期待に合致せず、生じてくる困

難感であると考えられる。しかし、指導者はそのような

場合にも実留目標を到達しなければならないという教員

や上司、同僚からの役割期待に拘束され、実習指導を途

中で投げ出すことが許されなし、。指導を続けるが、「問

題のある学生、意欲がもうひとつ感じ取れない学生さん

をみるとジレンマJ1"反応がない学生、聞くんやけど皮

応がないJ1"何回言ってもわからない。でも続けなあか
ん。」などの言葉に代表されるように受講者はさらなる

国難感や葛藤に陥る O 本来、社会生活とは、お互いのも

つ役割期待の相補性により、役割期待を先取りしながら

成り立つものと言われている仰九実習は、教育の場で

あり、教えるもの(指導者)と教えられるもの(学生)

という師弟関係が成立しているという前提で両者のコミュ

ニケーションを通して相互作用し合うことではじめて教

青・指導が成り立つO しかしながら、この状況では、コ

ミュニケーション自体も成り立っていないため、指導者

と学生という関係も脆弱であり、実習そのものが成立せ

ず、危機的な状況であるといえるO しかし、どのような

学生でも学生が存在する以上、実習目標を達成させるた

めに関らなくてならないという周囲の期待を裏切ること

ができず、そのことが受講者に過度の緊張を引き起こし

ているものと考えられる O この場合、実習指導を行う上

で、必ずしもミードの言う重要他者団)-20)または、役割

モデル22)の存在が省用とは限らなし1。それは、役割のも

つ外圧的で拘束的なt性格ゆえに、指導者としての役割が

果たせない場合、自分自身がモデルからほど遠い存在で

あることを感じて、受講者に否がなくとも、受講者自身

が指導者としての力量不足に悩んだり、指導に自信を無

くしたり、うまくいかない苛立ちを感じたり、落ち込ん

だり、様々な感情や思いを抱かせる要因のーっとなる可

能性があるからである。それは、「クリアできない学生

さんは、それこそ自分の力量不足J1"図った学生さんの

指導、自分の指導が偏っているんじゃないかJ1"もっと
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ちがう指導者がかかわれば、この子はちがった伸び方を

したんじゃないか」などの言葉からも伺える。他者の役

割期待を自分なりに解釈して、自己の行為を選択的に方

向付けることは、成熟した行為者になるための重要な条

件である問。しかしながら、受講者が自分の力量では学

教員、同僚などから役割期待に添えない場合に、自

己の無力さを感じたり、責任を感じたり、自己に原因を

求め追い詰めることは、指導者の意欲ややる気を減少さ

せる。そのような辛い経験も指導者としての力量を養う

糧になるというプラスに受けとめる視点をもっておくこ

とが大切であると考える O そして、このような心理的な

状態に陥った指導者を指導者講習会修了以降も、継続し

てフォローし支えていく必要性があると考える。

4.指導者(受講者)への心理的なサポート

カテゴリーの「実習指導者の役割を遂行する」の中で

語られているように、実習指導者の役割はスタッフとの

調整や学校との連携、実溜指導案の活用、学生の安全の

確保、実習環境の調整など、多種多様の複雑な機能三であ

るO 受講者は、指導者として順応し、いずれは適応する

ことを周囲から期待され、求められる。しかしながら、

その期待に忠実であるがゆえにストレスを感じたりする

場合も多い。受講者は葛藤に苦しむとき、カテゴリーの

「実習指導者を支える人的環境Jの中で述べられている
ように、「困ったら、すぐに周りにいる先輩に任せよう

という気持ちでいるJ1"数人、実鷲指導者がいるので色々

聞きながらやっているJ1"主任さんがおられた、本目談で

きたJなど、病棟・病院内での上司・先輩指導者などに

相談するなどして対処し、心理的にも支えられているこ

とが明らかとなった。指導者として継続して役割を果た

す上でも周聞のサポートや支えは不可欠であると考えら

れる。

カテゴリー「自己の指導を振り返るJでは、「分かっ

ていなかった学生さんが、自分たちが働きかけることで

分かつてくれた時はすごくやりがいを感じたJ1"一生懸
命指導したことがまとめであると、ゃった!みたいな達

成感があったJという発言が聞かれた。指導した成果が

現われていたり、伝えたいことが理解されるなどf旨導者
としての成功体験からやりがいを感じていることが読み

取れる。そのような経験は指導者の心理的な支えや新た

な活力となり、指導者としての自信につながっているも

のと考えられる。

カテゴリー「実習指導者としての存在意義」では、

「学校の先生以上に現場で実際の看護を指導するものの

責任は非常に大きいJ1"現場で一番大切な学生に実際五
感を使って、看護って言うのはこういうものなんだと体

感させていく J1"患者さんを見て学ぶことの意味ってい

うのが非常に大きいJ1"学校の先生以上に現場で実際の
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看護を指導するものの責任は非常に大きいJI現場にお
いては患者さんがいらっしゃるので、患者さんのことを

よく知ったものが指導に当たるJI実習で感じてもらう、

伝えていくことが大きなテーマJなど、指導者としての

使命感を持つようになることがわかった。また、「もっ

ともっと自分が勉強せなあかんJIスムーズによりよい

実習にしてもらえるよう努力をしていくべきところは、

たくさんあるJI経験からいうのはよくない気がするJ
fいまどきの学生さんが習っていることが分かるなら、

大学の講義とかも出たい」など、指導のあり方を自己反

省し、自己研鑓の必要性を実感していた。そこには、

「実普指導者としてこうあらねば成らなし¥こうすべき

だったJという風に受講者が自己内省している姿が儒え

た。自己反省とは自由することであり、それは自己が内

なる他者である「問う自己」の存在により行われるもの

である 27)加。そのような自己反省は、役割に対する欲求

充足を推進する行為29)であるといわれている O

フロムによると人間というものは、社会的条件に適応

するうちに自分がしなければならないことを、したいと

欲するようになる特性を発達させると述べているω。講

習会参加前には、上司の推薦や必要に迫られて指導者役

割を引き受けていた受講者も、実際に指導者を行うなか

でその役割に適応し、指導者として向上したいという欲

求を持つようになり、「自分がしなければならない」と

いう使命感を明確にし、指導者へのコミットメントを強

化させていったように感じられる O 指導者としての育成

は、受講者が講留会修了時に完結されるものではなく、

その後の実習指導の経験の過程で、周聞にサポートされ

ながら多くの葛藤や困難を盛り越えながら適応し、その

能力を培うことができると考える。

VJI.結語および課題

今回の調査研究から以下のことが明らかとなった。

1 )受講者は講習会の学びにより、教育対象の理解に関

心を持ち、実際の実習の場で学生と関ることでより実

感をもって理解を深めていた。

2 )受講者は、指導に対する迷い、指導者として力量不

足など葛藤や困難を持ちながら指導を行っていた。

3 )指導者は、自己の指導に対する自己評価から自己研

鐘の必要性を感じていたO

4)受講者は、葛藤や困難を抱えて実習指導を行ってい
たが、先輩指導者や上司などのサポートを得て実習指

導を継続していた。

なお、本研究は、滋翼県ナースセンタ一事業の受託お

よび滋賀県立大学人間看護部地域交流看護実践研究セン

ター共同研究助成に基づき滋賀県看護協会および滋費県

立大学人間看護部の共同研究として行った。
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